
 2011 年 7 月号 

－38－

Mini Column ミニ
み に

情 報
じょうほう

 
 
 

Today’s Japan 
～ A Little Addition to Your Usual Dish ～

 
Ra-yu, or Chinese chili oil, has long been considered 

simply as seasoning for gyoza dumplings in Japan. 
However, a few years ago, an item that has come to be 
called taberu ra-yu (literally meaning “edible ra-yu”) 
emerged in the market and became an instant hit. As it 
contains generous portions of fried garlic and other such 
ingredients and is not as spicy-hot as regular ra-yu, it 
was immediately accepted as a versatile seasoning that 
goes well with virtually anything, from rice to noodles to 
hot-pot dishes. Soon, people even appeared who eat 
sashimi, salads, and pasta garnished with taberu ra-yu. 
Perhaps as an extension of this boom, adding an unlikely 
ingredient to put a twist on one’s usual dish has turned 
into a type of trend. 

On TV and elsewhere, people began introducing 
various combinations, like cup noodles with pickles, and 
sukiyaki with ketchup, and even more outlandish 
combinations such as curry with cream puffs. To most 
people’s surprise, these combinations supposedly go very 
well together. Recipes that call for a little unlikely 
addition are called choi-tashi recipes (little-addition 
recipes) and are a fad today in Japan. Without realizing 
it, many of you may be making your own choi-tashi 
dishes by adding a little something to make your 
Japanese meals taste more like home. 

 

日本
に ほ ん

のいま 

～ いつもの料理
りょうり

にちょっと足
た

して…… ～ 
 

中国
ちゅうごく

の調味料
ちょうみりょう

であるラー油
ら ー ゆ

は、日本
に ほ ん

では長
なが

らく餃子
ぎょうざ

のタレ
た れ

の

ひとつというイメージ
い め ー じ

でした。ところがラー油
ら ー ゆ

ほど辛
から

くなく、揚
あ

げニンニク
に ん に く

等
など

の具
ぐ

がたくさん入
はい

った「食べる
た べ る

ラー油
ら ー ゆ

」なるもの

が数年前
すうねんまえ

発売
はつばい

されるや、これが大ヒット
だ い ひ っ と

商品
しょうひん

に。ご飯
はん

や麺類
めんるい

、

鍋物
なべもの

、何
なに

にでもよく合
あ

うと人気
に ん き

が出
で

て、その内
うち

刺身
さ し み

やサラダ
さ ら だ

、

パスタ
ぱ す た

にまで使
つか

う人
ひと

も現
あらわ

れました。そしてそのせいか、意外
い が い

な

食材
しょくざい

を足
た

していつもの料理
りょうり

を一味
ひとあじ

違
ちが

ったものにすること自体
じ た い

も、流行
りゅうこう

し始
はじ

めました。 

カップ
か っ ぷ

麺
めん

に漬物
つけもの

、すき焼
や

きにケチャップ
け ち ゃ っ ぷ

、それどころかカレー
か れ ー

にシュークリーム
し ゅ ー く り ー む

というようなビックリ
び っ く り

する組
く

み合
あ

わせも

テレビ
て れ び

などで紹介
しょうかい

され、意外
い が い

や意外
い が い

、本当
ほんとう

に美
お

味
い

しいのだとか。

このようなレシピ
れ し ぴ

は「ちょい足
た

しレシピ
れ し ぴ

」などと呼
よ

ばれブーム
ぶ ー む

で

すが、皆
みな

さんの中
なか

には日本
に ほ ん

での食事
しょくじ

を母国
ぼ こ く

の味
あじ

に近
ちか

付
づ

けようと、

それと知
し

らず普段
ふ だ ん

から「ちょい足
た

し」している人
ひと

が案外
あんがい

多
おお

いか

もしれません。 

 
 

Weather in Japan 
～ Yudachi (Evening Rain) & Thunder ～

 
○Yudachi (evening rain) 

Yudachi is the sudden heavy rain that falls in the late 
afternoon and early evening hours on a sunny summer 
day, and is sometimes accompanied by thunder. Finding 
beauty in the yudachi, Buson Yosa, a famous Edo-period 
poet, wrote the following poem: Caught in a sudden 
shower / Sparrows huddle / In the grass leaves. In recent 
years, however, abnormal weather patterns bring 
yudachi as early as May or June, so that it no longer 
evokes a special seasonal feeling. Far from it, today’s 
yudachi is beginning to be more frequently associated 
with destructive, torrential downpours. 
 
○Thunder 

Since ancient times, thunder has been strongly 
associated with religious beliefs. Places and objects that 
have been struck by lightning were often worshipped, 
and farmers, whose livelihood depended on the weather, 
felt a strong connection to thunder, because thunder 
brings rain to their fields. 

The Kitano Tenmangu Shrine in Kyoto holds a festival 
to honor the god of thunder on June 1 every year. 
Frequent thunder signified abundant rain and rich 
harvest since olden times, but since it also meant greater 
possibilities of lightning damage, prayers were given for 
agricultural fertility and few lightning strikes during the 
year. The festival is a time-honored tradition that has 
continued since the Heian Period (794-1185). 

 

日本
に ほ ん

の気象
きしょう

 

～ 『夕
ゆう

立
だ

ち』『 雷
かみなり

』 ～ 
 

○夕
ゆう

立
だ

ち 

 夏
なつ

の晴天
せいてん

の日
ひ

の午後
ご ご

から夕方
ゆうがた

にかけて一時的
い ち じ て き

に降
ふ

る強
つよ

い雨
あめ

で、雷
かみなり

を伴
ともな

うことがあります。『夕立
ゆうだち

や草葉
く さ ば

をつかむ群
むら

雀
すずめ

（む

らすずめ）』（夏
なつ

の午後
ご ご

、急
きゅう

に夕立
ゆ う だ

ちが降
ふ

ってきた。雀
すずめ

たちは

困
こま

って草葉
く さ ば

の陰
かげ

に隠
かく

れて縮
ちぢ

こまっている。）と江戸
え ど

時代
じ だ い

の俳人
はいじん

与謝
よ さ

蕪村
ぶ そ ん

も風情
ふ ぜ い

を感
かん

じて詠
よ

んだ夕
ゆう

立
だ

ちですが、残念
ざんねん

ながら最近
さいきん

では、異常
いじょう

気象
きしょう

の影響
えいきょう

により、5～6月
がつ

にも夕
ゆう

立
だ

ちが見
み

られるよ

うになり、近年
きんねん

の夕立
ゆ う だ

ちはもはや風情
ふ ぜ い

のあるものではなく、悪質
あくしつ

なゲリラ
げ り ら

豪雨
ご う う

の形
かたち

を取
と

る事
こと

も多
おお

くなりました。 

 

○ 雷
かみなり

 

 古
ふる

くから落雷
らくらい

の被害
ひ が い

にあった場所
ば し ょ

や物
もの

が信仰
しんこう

の対象
たいしょう

となるこ

とも珍
めずら

しくなく、また雨
あめ

を伴
ともな

うことが多
おお

いため、 雷
かみなり

は天候
てんこう

を

気
き

にする農業
のうぎょう

とも深
ふか

くかかわりがあり、この点
てん

でも宗教的
しゅうきょうてき

な結
むす

びつきが強
つよ

いと言
い

えます。 

 京都
きょうと

の北野
き た の

天満宮
てんまんぐう

では毎年
まいとし

6月
がつ

1日
ついたち

に雷 除
かみなりよけ

大祭
たいさい

が行
おこな

われま

す。これは、古
ふる

くより 雷
かみなり

の多
おお

い年
とし

は雨
あめ

が多
おお

くなり豊作
ほうさく

となるこ

とが多
おお

い反面
はんめん

、落雷
らくらい

の被害
ひ が い

も多
おお

くなることから、一年
いちねん

の五穀
ご こ く

豊穣
ほうじょう

と落雷
らくらい

が少
すく

ないことを祈願
き が ん

するもので、平安
へいあん

時代
じ だ い

から行
おこな

われて

いる由緒
ゆいしょ

あるお祭
まつ

りです。 




